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1． はじめに 

現在発表(公開)されている複数の種類の照明

シミュレーションソフトウェアは，配光や反射

特性，什器を任意に設定した照明計算を行える

とともに，計算結果を定量的かつ視覚的に出力

することが可能である．よって，照明設計や照

明計画の際の有力なツールとして活用できると

考えられる． 

照明シミュレーションソフトウェアの計算結

果の検証については，CIE(国際照明委員会)の

テストケースを用いた研究がいくつか報告され

ている 1)~5)．これらの研究は，室内面に反射率を

有する場合の相互反射の計算結果についても検

討されているが，照明理論に基づく解析的な参

照値(真値)を得るために，すべての室内面の反

射率を同じ値としている．しかしながら，実際

の室内面の反射率は，室内面毎に異なる値に設

定されていることが多い． 

そこで本研究では，室内面毎に反射率が異な

る場合の，照明シミュレーションソフトウェア

(DIALux 4.13 および DIALux evo 8.1，以後それ

ぞれ 4.13，evo と称する)の計算結果について検

討を行ったので報告する． 

2． 方法 

2.1 模型室の設定 

図 1に検討に用いた模型室の概要を示す．計

算において床面左手前隅を原点 O とする XYZ

直角座標を設定した．模型室の寸法は幅 4 m，

奥行き 4 m，高さ 3 m である 1)~5)．計算点は 10 

cm の等間隔とし，床面と天井面を 40 × 40，壁

面を 40 × 30 と設定した． 

光源の形状は点とし，模型室の天井面中心(X, 

Y, Z) = (2.0, 2.0, 3.0)に設置した．配光は均等拡散，

また鉛直直下方向の光度は 1000 cd である． 

室内面の反射率は0 ~ 0.9の間で各面毎にそれ

ぞれ変化できるようにした．反射特性は均等拡

散である． 

2.2 すべての室内面が同じ反射率の場合 

図 1 に示した模型室は，窓などの開口部を有

していない．よって，すべての室内面が同じ値

の反射率の場合は，式(1)に示す間接照度の平均

値を参照値とした 1)~3),5),6)． 
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ただし，Φ0は光源からの全光束([lm])，ATは室

内面の全面積([m2])，ρは室内面の反射率である． 

 

図1 模型室の概要(単位：[m]) 

2.3 室内面毎に反射率が異なる場合 

室内面毎に反射率が異なる場合は，式(1)によ

る計算結果を参照値として使用することができ

ない．そこで，各室内面の反射率を個別に設定

できる，モンテカルロ法を用いた照度計算(以後，

MCS と称する)による結果を参照値として検討

を行うこととした 7)~10)． 

なお，参照値を求めるにあたって，MCS にお

ける結果の精度と計算時間を勘案し，光源から

の初期放射粒子数を 5 × 108個と設定した 9)．ま

た，計算で使用した疑似乱数は Mersenne Twister

によるものとした 11)． 

3． 結果 

図2に，すべての室内面が同じ反射率の場合

の，室内面の反射率に対する間接照度の平均値

を示す．  

図 2 より，DIALux 4.13 と DIALux evo 8.1 に

よる計算結果，およびモンテカルロ法を用いた

照度計算結果は，すべての室内面反射率の場合

について参照値と同様の特性となる．また，参

照値に対する計算結果の誤差率の範囲は，4.13

の場合で 0.06 ~ 4.91 %，evoの場合で 0.09 ~ 2.27 %，

MCSの場合で 0.03 ~ 0.40 %となった． 
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図2 室内面の反射率に対する間接照度 

(平均値) 

図 3(a)~(c)に，室内面毎に反射率を変化させ

た場合の，各室内面に対する間接照度の平均値

をそれぞれ示す．なお，室内面反射率の組み合

わせは，照明器具の照明率表を参考にした． 

図 3(a) ~ (c)より， 4.13 と evo による計算結果

は，反射率の組み合わせに関わらず参照値

(MCS)と同様の特性となる．また，参照値に対

する誤差率の範囲は，4.13の場合で 0.12 ~ 1.39 %，

evoの場合で 0.02 ~ 1.27 %となった． 

4． おわりに 

本報告では，照明シミュレーションソフトウ

ェアの計算結果について，室内面毎に異なる反

射率とした場合の検討を行った．その結果，今

回検討を行った条件において，参照値に対する

2 種類のソフトウェアによる結果の誤差率は

1.4 %未満となることを確認した． 

今後は均等拡散以外の光源の配光特性につい

ても，同様の検討を行う予定である． 
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(a)反射率：天井面0.5，壁面0.3，床面0.1 

 
(b)反射率：天井面0.7，壁面0.5，床面0.3 

 
(c)反射率：天井面0.8，壁面0.7，床面0.3 

図 4 各室内面に対する間接照度(平均値) 
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